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　『ファウスト』第 1 部（Faust I, 1808）の中で，マルガレーテはファウスト
に次の有名な質問（独 Gretchenfrage）をしている。「じゃ，話して，あなた
宗教のことどう思ってらっしゃる？」1 本論文の中でヨハン・ヴォルフガング・









（Heinrich Joachim Simm）の『ゲーテと宗教』（Goethe und die Religion, 















































































ゲーテのスピノザ主義に基づいた宗教的哲学・詩文・芸術・自然研究の概念 （ 79 ）
　自然研究者としてゲーテは，スピノザの「神即自然」（deus sive natura）の
概念を用いて自然を汎神論者の目で研究している。すなわち，自然のすべて




















































Parsismus, Zoroastrismus），ヒンズー教 21，仏教 22 などである 23。
ゲーテのスピノザ主義に基づいた宗教的哲学・詩文・芸術・自然研究の概念 （ 81 ）
　ゲーテは『秘儀』（Die Geheimnisse）の叙事詩の断片を 1784・85 年に作成
した。その中に出てくる予定であった 12 人の騎士は，12 の宗教を代表して
いたはずである。彼は 1815 年 8 月 3 日にスルピッツ・ボワスレー（Sulpiz 
Boisserée, 1783-1854）との対話の中で「『秘儀』は他の多くのものと同じく，































　ゲーテは 1810 年の 7 月にフリードリッヒ・ウィルヘルム・リーマー





















































































































　さらにゲーテは 1815 年 4 月 27 日のフリードリッヒ・ウィルヘルム・フォン・
トレブラ（Friedrich Wilhelm Heinrich von Trebra, 1740-1819）宛の手紙の中
で「詩文が個別なものへの関心を越えて，全体的展望へと我々をいざなうと
















































































































　ゲーテは 1787 年 9 月 6 日に，それは 2 番目のローマ滞在（1787 年 6 月－







































（Denis Diderot, 1713-1784）の批評論『絵画論』Essai sur la peinture（1766）
をフランス語からドイツ語に翻訳し，コメントを付したものはドイツ語で
Diderots Versuch über die Malerei（1799）という。その中にゲーテの芸術に
ついての考察もあり，彼は次のように述べている。
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